
第一種電気工事士筆記試験

◆　解答とポイント解説　◆

　10月３日（日）に令和３年度第一種電気工事士筆
記試験（午後）が実施されました。
　ここでは問い合わせをいただくことの多い計算問
題を中心に解説します。
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　２つの点電荷間に働く力F〔N〕は、クーロンの法
則により両電荷の積に比例し、距離の２乗に反比例
する。式で表すと次のようになる。
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　なお、異符号の電荷間には吸引力が働く。
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　I3＝12〔A〕か ら I2＝6〔A〕、I1＝I2＋I3＝6＋12＝18

〔A〕である（I2の回路は2Rより、I3の 2
1 倍の電流と

なる）。
　回路全体の合成抵抗を求めると、
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　また、

　　回路全体の抵抗=
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　３．ハ．電流のベクトル図を描くと図のようにな
る。
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　回路の力率cosiは、

　　 .cos 17
15 0 88全体の電流

抵抗の電流 ≒i= =

　パーセントで表すときは100倍して、88％。
　４．ニ．
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　ベクトル図（電流の直角三角形）を描くと図のよう
になる。
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　図から、Iの値が最も小さくなるのはニ．で、I＝
IR＝8〔A〕となる（ILと ICは大きさが等しく逆位相と
なるので互いに打ち消し合い、IRのみとなる）。
　５．ハ．
　三相交流回路の１相を取り出すと図のようにな
る。
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　　インピーダンスZは、Z＝ 12 162 2+ ＝20〔Ω〕

　　相電流 IPは、 AI
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　　線電流 Ilは、 I3 Pより、
　　　 A. .I 3 10 1 73 10 17 3l 〔 〕× ×= = =



　６．ロ．三相３線式配電線路で、進み力率となっ
ている場合の電圧降下 vは、Vs：送電端電圧、Vr：
受電端電圧とすると、
　　 cos sinv V V I r x3s r i i= - = -] g

となる。
　 こ の 式 に I＝20〔A〕、r＝0.8〔Ω〕、x＝1.0〔Ω〕、
cosi＝0.9、sini＝0.436を代入して計算すると、
　　 V. . . .v 3 20 0 8 0 9 1 0 0 436 10〔 〕× × × ≒= -] g

　よって、
　　Vs＝Vr＋v＝6 700＋10＝6 710〔V〕
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　図から負荷の皮相電力S〔kV･A〕は、cosi＝
S
P よ

り、
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　このとき負荷の無効電力Q〔kvar〕は、S＝
P Q2 2+ より、
　　 kvarQ S P 25 20 152 2 2 2 〔 〕= - = - =

　力率改善前の配電線路に流れる電流 I1は、P＝
cosVI3 1 iより、
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　力率を100％に改善した場合の配電線路に流れる
電流 I2は、
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　三相３線式の電力損失はPl＝3I 2rで求められるこ
とから、配電線路に流れる電流を小さくすることで
電力損失を最小とできる。
　したがって、力率を100％に改善することで電流
が小さくできるので、このために必要なコンデンサ
の容量は無効電力と同じ大きさの15〔kvar〕となる。
　８．ハ．三相短絡容量Ps〔MV･A〕は、基準容量

をPn〔MV･A〕とすると、P Z

P
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される。Pn＝10〔MV･A〕であるので、
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　三相短絡電流 Is〔kA〕は、Is＝
V

P

3
s 〔kA〕で表さ

れる。この式にPs＝ Z
1000 を代入すると、
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となる。
　９．イ．図のような 結線となっている。
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　１相分を取り出すと、
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　回路のインピーダンスZは、
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　回路に流れる電流 Iは、
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　 結線において、線電流＝相電流になる。
　したがって、回路の無効電力QはQ＝ VI3 〔var〕
で求められる。
　よって、
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となる。
　10．ニ．変圧器の巻線の抵抗や損失を無視する
と入力と出力は等しい。一次側の電圧をV1、電流
を I1、二次側の電圧をV2、電流を I2とすると、
　　V1I1＝V2I2

が成り立つ。

　二次側の出力V2I2をV2とRを用いて表すと、
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となるので、
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